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１、はじめに 

テレビ広告の費用は一般的に視聴率をもとに計算され、テレビ広告費は非常に高額である

ため、広告を出稿する際には、正確な視聴率の予測が必要となる。しかし、近年、視聴者の

選択肢が増えたことで、テレビ視聴環境は複雑化しており、視聴率を正確に予測することは

困難となっている。本研究は視聴者のテレビ視聴行動のモデリングにより、テレビ視聴率の

正確な予測を行うことを目的としている。 

２、モデル 

Danaher and Dagger (2012)では、視聴率予測に際し、テレビ視聴行動には視聴選択とチャ

ンネル選択の二段階の階層があると仮定し、集計データである視聴率に対して、nested logit

モデルの特殊形である aggregated nested logit モデルを適用した。図 1は aggregated nested 

logit モデルにおける階層構造を表したものである。式(1,1)、式(1,2)はそれぞれ、階層構造

の中のチャンネル選択、視聴選択が簡単な回帰式で表せることを示している。 

本研究ではまず、Danaher and Dagger (2012)のモデルをベースに視聴率予測を行う。次に 

モデルに録画視聴、ネット動画(Youtube 等)の視聴を組み込み、広義に動画コンテンツの視

聴選択を説明するモデルを構築する。 

タイムシフトとネット動画を含めたモデルの詳細とその推定結果は当日報告する。 

                                       

 

 

 

図１、テレビ視聴選択の階層構造

c：チャンネル  c*：基準チャンネル（NHKEテレ） 𝑛𝑤：テレビ視聴人数  

𝑃𝑤：テレビ全体の視聴率  𝑃𝑐|𝑤：チャンネル c の占拠率 𝑃𝑐：チャンネル cの視聴率   

𝑛𝑤
𝑐：チャンネル c の視聴人数  𝛿𝑝

𝑐：番組 pのランダム効果 

𝐼𝑤: Inclusive value（＝log (1 + ∑ 𝑒𝑥𝑝𝛽𝑐𝑋𝑐
𝑐
𝑐=1 ) ） 
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